


  

（親書和訳） 

 

 

鈴木 浩二 殿 

 

貴殿からの、日本の港湾運営と物流インフラに関する、洞察ある書簡をありがとうございます。 

日本の港湾システムの改善、ひいては日本の輸入市場の開放にもつながる、こうした考えに寄与

する貴殿の意欲に感謝します。 

 

おそらくはご承知のように、米国と日本は、4 月 11 日に、 

① （日本が）外国船社に 港湾運送事業免許（港湾荷役・ターミナルオペレーション免許） を与え

ること、 

② 日本港湾での荷役の契約を割り振るための、いわゆる“事前協議制度” prior consultation 

system を見直すこと、 

を盛り込んだ基本合意を締結しました。 

 

この合意は、もしも適正に実行されるならば、競争機会を増やし、日本の港湾を海外の競合下

に開くことになるでしょう。 米国の目下の主たる関心は、この合意の履行にあります。 

日本と、日本向けに商品輸出を行う企業群、双方にとって最も利益あるもの思われる、この合

意措置を、日本政府が実行に移すことを真に望んでおります。 

 

再度、この重要な問題への貴殿の洞察を共有して下さったことに感謝します。 

 

1997 年 7 月 14 日 

米国大統領室 Executive Office of President 

通商代表 USTR 

シャーレーン・バーシェフスキー 
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